
資 料資 料

沖縄県内 �沖縄本島� 宮古島� 石垣島� で衝突板式トラップにより
捕獲されたコウチュウ目
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Coleoptera Captured by Flight Barrier Trap in Okinawa (Okinawa Island, Miyako Island, Ishigaki
Island). Nobuyuki U8=>96, Isao M>N6O6@>, Hiroyuki A968=>�, Toshiyuki DD>��, Yoshiaki S=>GDB6��
and Shin T:H=><6L6G6��� (Naha Plant Protection Station, 2�11�1, Minatomachi, Naha 900�0001,
Japan, �Naha Airport Branch, Naha Plant Protection Station, ��Ishigaki Branch, Naha Plant Protection
Station and ���Yokkaichi Branch, Nagoya Plant Protection Station). Res. Bull. Pl. Prot. Japan 42: 69�71
(2006)
Abstract: Field surveys were conducted from April 2001 to December 2004 in Okinawa. A total of 15 spe-
cies of Coleoptera were caught by Flight Barrier Trap, set around Pinus luchuensis. Of these, Xyleborus
a$nis E>8==D;; was newly recorded from Japan.
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は じ め に

沖縄県は我が国の最西南端に位置する島嶼県であり�
また� 亜熱帯地域に属しているため� 昆虫相は本土とは
かなり異なり� その種類も多いと言われている�
これまで� 沖縄県内における昆虫は東ら (1987)の沖
縄産昆虫目録及び同じく東ら (2002)の琉球列島産昆虫
目録である程度取り纏められている� しかし� コウチュ
ウ目Coleopteraのうち� 特にキクイムシ科Scolytidae�
ナガキクイムシ科 Platypodidae等の森林害虫について
は� 種類の記載も少なく� また� これまで大学や試験研
究機関において調査はされているが� 十分な採集調査は
進んでいない状況にある� そこで� 文献に記載されてい
る以外にどのような種類が生息しているのか� また� 島
嶼間で昆虫相にどのような相違があるのかなど本調査に
おいて採集されるキクイムシ類の種類を把握すること
で� 沖縄の昆虫研究に新たな知見を得ることができると
思い� 県内の主要な島である沖縄本島� 宮古島及び石垣
島のリュウキュウマツ Pinus luchuensisの集合林内に
昆虫トラップを設置して調査を行った� 本調査におい
て� 国内未記録種の Xyleborus a$nis E>8==D;;及び国
内では小笠原諸島でのみ生息が確認されている
Xyleborus similis F:GG6G>を確認したので� 島嶼間の
昆虫相の相違と併せて報告する� なお� 本論に先立ち�
誘殺されたキクイムシの種名確認にご協力頂いた独立行
政法人森林総合研究所昆虫生態研究室 後藤秀章氏 �現�
森林総合研究所九州支所� に心からお礼申し上げる�

材料及び方法

1. 調査場所及び調査期間

調査は 2001年 4月から 12月まで沖縄本島北部 �国
頭郡恩納村�トラップ設置数 2個� 及び宮古島 �平良
市�同 1個�� 2002年 5月から 12月まで石垣島 �石垣
市�同 1個�� 2003年 5月から 12月まで本島中部 �浦
添市�同 2個� 及び石垣島 �石垣市�同 2個�� 2004

年 4月から 12月まで本島南部 �那覇市�同 2個� にお
いて行った�

Fig. 1. Trap
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2. 調査方法

調査トラップはコウチュウ目などを捕獲するために開
発されたサンケイ化学社製の衝突板式トラップ (Fig. 1)

を用いた� このトラップは高さ約 50 cmで雨よけ屋根�
衝突板 �幅 30 cm� と捕獲容器 �直径 25 cm� から
なっており� 捕獲を目的とする昆虫の種類によって色の
違うトラップが複数色販売されている� 誘引剤 �マダラ
コ�ル�エチルアルコ�ル� は� 交差した衝突板の上部
に設置し� 衝突板に衝突して落下した昆虫は� 捕獲容器
内の水により溺死する方式である� 本調査で使用したト
ラップはキクイムシの採集用である黒色のトラップを用
い� リュウキュウマツの集合林内で任意に選定したマツ
材の地上約 1.5メ�トルの位置に吊り下げた� なお� 誘
引剤の交換は月 1回� 誘殺虫の回収は虫体の傷みを防
ぐため� 週 1回行った�

結果及び考察

当該トラップにはコウチュウ目以外の昆虫も誘殺され
たが� 本調査では木材を直接加害するキクイムシ科� ナ
ガキクイムシ科� ナガシンクイムシ科及びゾウムシ科の
4科についてのみ同定識別を行った�
その結果� キクイムシ科 11種� ナガキクイムシ科 1

種� ナガシンクイムシ科 2種及びゾウムシ科 1種の計 4

科 9属 15種であった� 種名の詳細は Table 1のとおり
であるが� 国内未記録種の Xyleborus a$nis E>8==D;;

(Fig. 2)及び県内未記録種の Xyleborus similis F:GG6G>

(Fig. 3)が確認された�
誘殺虫を島嶼間� 種類別に見てみると� 沖縄本島での
み確認されたのは Arixyleborus yakushimanus� 石垣
島のみで確認されたのは Xylosandrus mutilatus,

Fig. 2. Xyleborus a$nis

Fig. 3. Xyleborus similis

Table 1. Number of traped borer in Okinawa Prefecture.

Scientific name
North of

Okinawa Is.
Central of

Okinawa Is.
South of

Okinawa Is.
Miyako Is. Ishigaki Is. Total

Arixyleborus yakushimanus (MJG6N6B6) 1 0 0 0 0 1

Cryphalus fulvus N>>?>B6 0 145 1,014 0 1 1,160

Cyrtogenius brevior (E<<:GH) 127 85 318 0 139 669

Xyleborus a$nis E>8==D;; 3 0 0 17 3 23
Xyleborus amputatus BA6C9;DG9 76 317 8 926 1 1,328
Xyleborus perforans (WDAA6HIDC) 1 7 2 13 8 31
Xyleborus similis F:GG6G> 6 4 0 6 0 16
Xyleborus volvulus (F67G>8>JH) 7 11 4 84 30 136

Xylosandrus brevis (E>8==D;;) 0 7 38 0 521 566
Xylosandrus crassiusculus (MDIH8=JAH@N) 23 2 0 0 603 628
Xylosandrus mutilatus (BA6C9;DG9) 0 0 0 0 1 1

Xylopsocus capucinus (F67G>8>JH) 0 16 7 0 3 26

Xylothrips religiosus (BD>H9JK6A) 0 0 0 0 15 15

Crossotarsus externedentatus (F6>GB6>G:) 0 0 0 0 2 2

Shirahoshizo rufescens RD:AD;H 405 30 184 199 272 1,090

Total 649 624 1,575 1,245 1,599 5,692
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Xylothrips religiosus, Crossotarsus externedentatus�
沖縄本島及び石垣島で確認されたのは Cryphalus

fulvus, Cyrtogenius brevior, Xylosandrus brevis,

Xylosandrus crassiusculus, Xylopsocus capucinus� 沖
縄本島及び宮古島で確認されたのは Xyleborus similis,

調 査 全 島 で 確 認 さ れ た の は Xyleborus a$nis,

Xyleborus amputatus, Xyleborus perforans, Xyleborus

volvulus, Shirahoshizo rufescens であった� 誘殺虫の
種類及び頭数については島嶼間� 設置したトラップ周辺
の植物相及び調査時期により違いが見られた� 特に誘殺
時期については誘殺虫の種類により異なるが� 複数種類
誘殺されたキクイムシ科では 5月から 9月の間に多く
の誘殺が見られた�
国内未記録種の X. a$nis E>8==D;;は体長 2.0�2.7

mmでアフリカ� インド� インドネシア� マレ�シア�
フィリピン� 台湾� オ�ストラリア� 北�南アメリカな
どの熱帯及び亜熱帯地域に分布しており (WDD9 and

BG><=I, 1992)� 近年� 米国 �ハワイなど� では森林害
虫としてだけではなく� サトウキビやナッツ類の害虫と
し て も 知 ら れ て い る (WDD9 1982; BG><=I and

S@>9BDG:, 1997)� 沖縄県はサトウキビの産地であり�
今後も当該虫の分布の動向を調査する必要がある�
県内未記録種の X. similis F:GG6G>は体長 2.1�2.5

mmでアフリカ� ハワイ� インドネシア� ニュ�ギニ
ア� フィリピン� 台湾� タイ� 日本 �小笠原諸島� など
に分布している (WDD9 and BG><=I� 1992)�
森林害虫の分布拡大はこれまで様	な説が報告されて
おり �野淵 1980�� 虫自体の飛翔による分布拡大の可

能性は少なく� 風等による飛来� 海流により流された加
害木材による移動又は人為的な木材の移動等が推測され
るが� これまで沖縄県内における森林害虫の調査は十分
なされておらず� 以前から分布していたことも考えられ
るが� これらについては今後も引き続き調査する必要が
ある�
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